
【5-2】 

湾・灘の区分 播磨灘（岡山県 旭川流域） 

取組の名称 旭川のけんこうしんだん（旭川流域の一斉水質調査） 

事業期間及び

事業費 

［事業期間］ 

1999 年（平成１１年）～継続中 

［事業費］ 

公益信託 百間川水とみどり基金 ３万円/年 （「旭川のけんこうしんだん地図」印

刷費） 

事 業 体 制 、 モ

ニタリング体制

【実施主体】旭川流域ネットワーク（ＡＲ－ＮＥＴ） 

・［魚類調査の委託］真庭市

・［水質分析試薬の提供］全国水環境マップ実行委員会（COD試薬の提供）、国土

交通省岡山河川事務所（その他の試薬の提供）

・［水質分析の会場の提供］岡山市、真庭市 （公民館をお借りして実施）

・［調査への協力］河川管理者、教育委員会（天然記念物の関係）、岡山理科大学、

岡山淡水魚研究会、一般市民等

（魚類調査への協力）岡山理科大学、岡山淡水魚研究会、旭川中央漁協

・［調査結果のとりまとめ］旭川流域ネットワークのメンバー

事 業 の 背 景 ・

目的 

旭川流域ネットワーク（ＡＲ－ＮＥＴ）は流域全体にネットワークをもっていることか

ら、平成11年に日本陸水学会より「陸水観測100周年記念事業」として、流域全体を

対象に、同じ日の同じ時間に水質の調査を行う「旭川流域一斉水質調査」をＡＲ－Ｎ

ＥＴに実施して欲しいとの申し出があった。 

これを受け、延べ約300名の参加により、流域の58箇所の調査を実施した。以後、

旭川の水質の実態をＡＲ－ＮＥＴで調べ、その情報を公開して共有している。 

当初は、まず関係者が調査したい所を調査するという方向性で始めたが、関係者

の関心が高まってきたことに伴い、旭川本川、一次支川、二次支川等、調査範囲を

広げてきた。岡山市内は用水路の延長もかなりあるため、用水路の調査も行ってい

る。また、干拓地に設置された旭川放水路である百間川には、地域の排水が流れて

いるため、排水が百間川に及ぼす影響を調べている。 

事業場所の詳

細 

〇旭川水系全体 

・旭川流域の本川、一次支川、二次支川、三次支川

・旭川放水路（百間川）

・岡山市内の用水路

〇吉井川下流 
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（続き）事業場

所の詳細 

 

 
図 旭川流域図 
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事業内容 ・旭川流域全体（旭川本川、一次、二次、三次支川）および吉井川下流の水質調査

を実施。（調査方法の詳細は、「モニタリング（効果の確認方法）の概要」の項を参

照） 

・2019年（令和元年）は、227箇所を1,117名が参加して調査を実施した。 

・2017年（平成29年）からは、調査結果をgoogleMapで公開している。 

・COD値を表記した分かりやすい地図（旭川のけんこうしんだん地図）を5,000枚印刷

し、流域の行政機関、公民館等に配布している。 

 
図 旭川のけんこうしんだん地図（1） 
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（続き）事業内

容 

 
図 旭川のけんこうしんだん地図（2） 
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（続き）事業内

容 

＜各調査地点におけるCOD値の比較＞ 
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（続き）事業内

容 

表 旭川のけんこうしんだん地図の配布計画 
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モ ニ タ リ ン グ

（ 効 果 の 確 認

方法）の概要 

〇調査場所 

［水質］旭川水系全域（旭川流域の本川、一次支川、二次支川、三次支川）及び

旭川放水路（百間川）、吉井川下流 

［魚類］旭川上流域 真庭市勝山 

〇調査点数 

［水質］２３０カ所 

［魚類］1 カ所（採取魚種：２９種類） 

〇調査項目 

［水質］水温、気温、COD、亜硝酸態窒素※、pH※、電気伝導度 
※旭川本川及び一次支川合流前の地点で測定 

［魚類］種類 

〇時期・頻度 

［水質］６月に実施（上流：第 4 週日曜日、中流：第 3 週日曜日、下流：第 2 週日曜

日、百間川：第 1 週日曜日に実施） 

［魚類］７月に実施 

〇モニタリング方法 

［水質］２３０カ所で採水し、岡山市の公民館等で採水試料を分析。 

［魚類］旭川本川の中州東側派川をせき止めて下流に網受けを作り、約 500m 区

間に約 100 名が入って魚類を捕獲し調査。 

〇結果に対する見解 

［水質］2018 年（平成 30 年）の７月豪雨による攪乱により、2018 年（平成 30 年）７

月豪雨後及び 2019 年（令和元年）は水質が改善された。旭川は、上流域

は大変きれいであるが、中流の旭川ダム下流からやや悪化し、下流の旧

岡山市では取水が多く、海に流れ込む水量はわずかとなっている。 

［魚類］2018 年（平成 30 年）の７月豪雨による攪乱と流出により、2018 年（平成 30

年）は魚種が少なかったが、2019 年（令和元年）はほぼ回復した。攪乱等により古い

コケがなくなった後､新しいコケがついたせいか、鮎の捕獲数が増えている。 

取 組 に よ る 効

果 ・ 影 響 及 び

その判断基準

等 

・旭川のけんこうしんだん地図を公民館等に設置できるようになってからは、関係者

からの関心も高まっていると感じる。 

モニタリング結

果の分析及び

活用の方法 

・［水質］google map で調査結果を公開し、チラシ（健康診断地図）で流域等に紹介 
・［魚類］報告書を真庭市に提出。調査協力機関とのデータ共有 

関係機関等に

おける情報共

有の方法 

・［魚類］調査参加団体間で、過去５年分の採取魚類のデータを共有 

現状での課題 ・旭川本川に流域の支川がどのような影響を与えているかを把握するため、調査の

正確性を求められるようになった。そこで、参加者が採水をして分析会場へ持参す

る方法に変更した。しかし、調査箇所が 200 カ所をこえると、分析要員が不足して、

これ以上の箇所の調査が困難になってきている。 

・ご協力いただける市町村の行政もあるが、近年は、行政の積極的な参加が望め

ず、国の河川管理者においても河川環境課の廃止（防災課への振り替え）等が行

われ、環境に関する協力体制の構築が難しくなってきていると感じる。 

今後の予定等 引き続き、従来実施してきた活動を継続できるよう、がんばりたい。 

取組事例につ

いての発表資

料等 

旭川のけんこうしんだん地図（上記）等の資料 

情報提供元 旭川流域ネットワーク（ＡＲ－ＮＥＴ） 
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